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り MC が質的に変化することが示されたが、評価システムはこの MC の変化にも対応可能
であることを明らかにした。吸収率の変化を検討したところ、粘性の増大に伴い吸収率の
改善が観察されたが、粘性が非常に高い場合、吸収が低下したので、投与液の粘性の影響
を in vitro 透過実験により詳細に検討した結果、膜表面における薬液の広がりの抑制に伴う
有効吸収表面積の減少が、吸収低下の原因の一つであることを明らかにした。これらは経
鼻投与型製剤の開発にとって重要な情報であり、開発推進に貢献できる研究結果をまとめた
もので、博士（薬学）の論文に値すると判定する。
